
 

 
 
 

愛・地球博記念公園 

 

 

 

基 本 計 画 （案） 

 

 

 

 

 

 
 

平成１9 年 2 月 

 

愛知県建設部公園緑地課 

 

資料２ 



目   次 
 
 
Ⅰ. 計画の前提  

１．１ 計画の経緯と目的  ・・・・・・・・・・・・・ ２ 
１．２ 公園の規模・位置  ・・・・・・・・・・・・・ ４ 
１．３ 公園の位置付け  ・・・・・・・・・・・・・・ ５ 
１．４ 基本方針とその経緯  ・・・・・・・・・・・・ ６ 
１．５ 閉園前の公園と博覧会時の状況  ・・・・・・・ ７ 
１．６ 博覧会前整備区域の概要  ・・・・・・・・・・１０ 
１．７ 博覧会での取り組み  ・・・・・・・・・・・・１３ 
１．８ 愛知の地域づくりにおける役割   ・・・・・・・１９ 
１．９ 懇話会の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
１．１０ 県民意見聴取（アンケ－ト調査 ）   ・・・・・ ２２ 
１．１１ パブリックコメント  ・・・・・・・・・・・・２４ 

 
Ⅱ. 整備・活用の方針  

２．１ 計画の基本的事項  ・・・・・・・・・・・・・３０ 
２．２ 整備・活用の方針  ・・・・・・・・・・・・・３２ 

 
Ⅲ. ゾーニング  

３．１ ゾーニング  ・・・・・・・・・・・・・・・・５０ 
 

Ⅳ. 整備内容 
４．１ 各ゾーンのソフト展開  ・・・・・・・・・・・５４ 
４．２ 施設計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・５９ 
４．３ イデアのひろば   ・・・・・・・・・・・・・・６０ 
４．４ 主なひろばの整備イメージ   ・・・・・・・・・７２ 
４．５ 県民と行政とのパートナーシップによる 

公園整備と管理運営    ・・・・・・・・・・・７５ 
４．６ 「サスティナブル・パーク」の実現に向けて   ・８０ 

    
Ⅴ. 全体計画 

５．１ 将来年間利用者数の想定  ・・・・・・・・・・８３ 
５．２ 駐車場台数の設定  ・・・・・・・・・・・・・８４ 
５．３ 動線計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・８５ 
５．４ ユニバーサルデザイン  ・・・・・・・・・・・８７ 
５．５ 自然環境保全計画  ・・・・・・・・・・・・・８８ 
５．６ 景観計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・９０ 
５．７ 植栽計画  ・・・・・・・・・・・・・・・・・９１ 

    
Ⅵ. 災害時における活用 

６．１ 災害時における活用  ・・・・・・・・・・・・９３ 
 

 

 

【資料】 

   １．｢２１世紀にふさわしい公園づくり委員会｣ 委員名簿・協議経過  ・・・９９ 

２．｢愛・地球博 理念継承エリア検討委員会｣ 委員名簿・協議経過 ・・・１０１ 

３．｢２１世紀にふさわしい公園を考える懇話会｣ 委員名簿  ・・・・・・１０３ 

４．開園の順番 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０４ 

 



               
Ⅰ.計画の前提 

 1

 
 
 

 

 

 

 

 

Ⅰ. 計画の前提 



               
Ⅰ.計画の前提 

 2

Ⅰ. 計画の前提 

 

１．１ 計画の経緯と目的      

 

愛知青少年公園は、昭和45年の開園以来、青少年の健全育成はもとより、気軽に利用で

きるレクリエーションの場として幅広く県民に親しまれた。近年になって公園を取り巻く

社会情勢は大きく変化し、少子化に対応する青少年健全育成環境づくりが重視されるとと

もに、ライフスタイルの多様化や高齢社会への対応、公園周辺の都市化にともなう防災機

能の強化など、都市施設としての機能の充実が求められるようになった。 

そうした中、「自然の叡智」をテーマに2005年国際博覧会「愛・地球博」が本公園で開催

されることになり、これを契機として21世紀にふさわしい公園として整備を行うこととし、

平成14年9月に都市計画決定を行った。公園の一部エリアは、博覧会後にも継続的に利用す

る恒久施設として、博覧会の会場づくりと連携しつつ博覧会前に整備を行った。 

 

新公園の計画づくりについては、平成16年11月に「21世紀にふさわしい公園づくり委員

会」※1を設置し、都市計画決定時に策定した4つの基本方針に基づき検討を進めた。検討は

会期中であった博覧会動向についても留意をした上で、平成17年7月に博覧会後の公園計画

の基本方向を示す「愛知青少年公園計画 中間報告」の公表とパブリックコメントを実施し

た。 

また、そうした状況の中で、公園計画において「博覧会の理念と成果を継承する核とな

る場」と位置づけた「イデアのひろば」については、博覧会の成功を受けて一層積極的な

展開を行うこととし、平成17年11月「愛・地球博 理念継承エリア検討委員会」※2を設置し、

「博覧会の理念と成果の継承」についてより発展的に検討を進めることとした。 

公園全体計画については、「21世紀にふさわしい公園づくり委員会」における検討内容を

踏まえ、平成18年2月に「イデアのひろば」を検討中とした上で「愛・地球博記念公園※ 暫

定基本計画」を策定、公表した。また、「イデアのひろば」については、「愛・地球博 理念

継承エリア検討委員会」での検討内容を踏まえ平成19年1月に「イデアのひろば基本計画」

を策定した。 

 

  この計画書は、これまでの「21世紀にふさわしい公園づくり委員会」での公園全体計画

の検討内容と「イデアのひろば基本計画」との整合を図り、とりまとめを行った最終的な

公園全体の基本計画（「愛・地球博記念公園 基本計画（案）」）である。なお、本計画書に

おける「イデアのひろば」の展開内容は、「イデアのひろば基本計画」からの抜粋にて作成

を行ったものである。 

 

 

 

 



               
Ⅰ.計画の前提 

 3

■「愛・地球博記念公園」計画策定の流れ 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 委員会の委員名簿、協議経過については、P.99、100 参照 

※2 委員会の委員名簿、協議経過については、P.101、102 参照 

※3 公園名称は、正式名称：「愛・地球博記念公園」、愛称：「モリコロパーク」 として決定。 

本報告書においては、旧公園にかかわる項目については「愛知青少年公園」を使用した。 

※4 2025 年頃までの愛知の方向性を明らかにした地域づくりの羅針盤、平成 18年 3月 愛知県策定 
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１．２ 公園の規模・位置 

   

本公園は、敷地面積約190ha、長久手町南東部に位置し、敷地の東部は瀬戸市と豊田市に

接している。尾張丘陵の緩やかな起伏を持った緑豊かな丘陵地にあり、周辺には大学や研

究機関等の集積も見られ、文化性の高い立地環境となっている。 

本公園へのアクセスは充実している。公園北側に主要地方道力石名古屋線、西側に県道田

籾名古屋線が通る。また、愛・地球博開催に合わせてリニアモーターカーによる東部丘陵

線（リニモ）が開業し、地下鉄藤ヶ丘駅を経由して名古屋市都心部から鉄道で結ばれてい

る。さらに、日進ＪＣＴ～長久手ＩＣが開通した名古屋瀬戸道路と東名高速道路が接続し、

県外からのアクセスも容易となっている。 
 
 
 ■ 愛・地球博記念公園の位置 
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１．３ 公園の位置付け 

 
 愛・地球博記念公園は、平成14年に、都市公園（広域公園）として整備することについ
て、都市計画に定められた。 

 
○都市公園とは 

・都市公園とは都市公園法に基づいて設置される公園である。 
・良好な都市環境の形成、防災など都市の安全性向上、レクリエーション活動の場の

確保、都市景観の向上を図ることなどを目的としている。 
 
○広域公園とは 

・ 都市公園の種別のひとつである。 
・ 一つの市町村の区域を超える広域レクリエーション需要を充足することを目的とす

る公園で、交通の利便の良い土地に配置する。面積は概ね50ｈａ以上である。 
・ 愛知県内の広域公園、国営公園※の位置は下図に示すとおりである。 
      ※一つの都府県の区域を越えるレクリエーション需要に対応、あるいは国家的記念事

業として国が整備する公園 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 愛知県内の広域公園・国営公園 

（平成１９年２月現在） 
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 １．４ 基本方針とその経緯 

 
本公園の整備の基本方針は、平成14年の都市計画決定に際して設定した。 
閉園前32年に及ぶ愛知青少年公園の歴史や利用状況、園内環境の特性や、公園・緑地

に対する社会ニ－ズ、愛・地球博開催等の背景を踏まえ、４つの基本方針を設定した。 
 

 

 
開園後に 

継続する施設 

博覧会に向けて

恒久施設として 
整備する領域 

● もりのゾーン  
（森林体感ゾーン） 
林床花園 
日本庭園 
親林楽園 

● こどものひろば 
（遊びと参加ゾーン 
の一部） 

● 愛知県児童 
総合センター 

● 愛知国際児童 
 年記念館 
●温水プール・ 
アイススケート場 

 

 

●主に家族やグループで利用、約８割

以上がリピーター 
●公園近隣地域を中心に、広く県外か

らも来訪 
●利用の目的はリクリエーション・スポ

ーツ、次いで家族サービス 
●利用の理由は「豊かな自然」「利便

性」「使いたい施設が充実」 
●大芝生苑、冒険ひろば、愛知県児童

総合センター、温水プール、アイス

スケート場、サッカー場の利用頻度

が高い 
●公園の将来像は、「家族向けの公

園」「自然豊かな公園」（約3割） 
●今後の運営については、約4割が
「各種イベントの開催」を希望  
※平成８年および１１年のアンケート

調査、13年度利用ﾃﾞｰﾀより 

愛知青少年公園の状況（閉園前）  

●昭和４５年青少年の健全育成を目的

に開園 
●豊かな自然環境の中に、屋外活動

やスポーツ、文化、児童育成、宿泊

などの多様な施設を整備 （ただし

老朽化も進む） 
●青少年育成のソフトプログラム（事業

や催事）を展開

●緩やかな起伏を持つ丘陵地にあり、
ため池が多数散在 

●アカマツ、コナラ林が主体でモンゴリ
ナラも多数、希少種の植物も生育 

●園内の環境に対応した各種の生物が
棲息 

●園内の樹林は、人為的影響を受けた
二次林

３２年の歴史を持つ広域公園 年間約２８０万人の幅広い利用者

豊かな自然を育む園内環境

●誰もが安心して使いやすい  
●健康づくり、子どもの成長、

文化交流の場 
●参加体験型施設、ソフトプ

ログラムの充実 
●自然を活かし環境負荷低

減に配慮、環境学習の場 
●防災活動拠点としての機

能強化 
●公園管理や運営への市民

参画 

多様な自然

環境を育む

博覧会の理念と 

成果を継承 

新しいニーズ

への対応 

青少年公園の

歴史を活かす

基本方針 

公園・緑地に対する 
社会ニーズ  

●テーマ展開 

自然の叡智 

宇宙、生命と情報 

人生の“わざ”と智恵 

循環型社会 

愛・地球博 
（2005年日本国際博覧会） 
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１．５ 閉園前の公園と博覧会時の状況 

 

愛知青少年公園は、青少年の健全な育成を図ることを目的として昭和45年11月1日に開

園した。緑豊かな丘陵地に囲まれた自然環境の中にスポーツ、レクリエーション、宿泊、

集会等のための充実した施設を整備し、多彩なソフトプログラムを展開してきた。 

約32年間にわたって多くの人々に愛されてきた本公園は、「2005年日本国際博覧会

『愛・地球博』」の主会場となるため、平成14年3月31日をもって閉園した。 

 

閉園前の公園は、恵まれた自然環境が魅力となっていた。自然地形が残る公園の東側

から南側にかけては、コナラやアカマツの二次林が繁り、樹林には立地環境が乾燥地であ

ることを示す「モンゴリナラ」が多く含まれている。また、ため池や湿地には希少性の高

い動植物の生育が確認されている。公園の北側と西側は、各種施設や大広場、園路などが

設置され、植生は主に芝草地と造園樹木植栽地となっている。 

公園の利用者数は、昭和47年以降、年間約240万人～290万人程度を推移してきた。利用

者は家族やグループを中心とするリピーターが多かった。 

公園内の主な施設とその利用状況は次のとおりである。屋外運動施設としては野球場、

サッカー場、陸上競技場、テニス場が設置されており、また、野外活動施設としてキャン

プ場やサイクリングロードがあった。さらに、体育文化棟には文化室、会議室、体育館が

設置されており、陶芸教室や絵画教室などに利用されてきた。平成6年には温水プール・

アイススケート場がオープンした。野外の広場などでは、大芝生苑、冒険ひろば、児童遊

園地がよく利用されていた。 

その他の特徴ある施設としては、国際児童年の趣旨を継承して、児童の健全育成を目

的に開設された「愛知国際児童年記念館」がある。子どもホールや童話館を備えており、

人形劇、コンサート、映画会などが催されてきた。また、「愛知県児童総合センター」は、

21世紀を担う児童の健全育成を総合的に推進していくための拠点として開設され、プレ

イアトリウムを中心に、造形スタジオ、クッキングスタジオ、サウンドスタジオなどで

多彩なプログラムを展開し、年間約50万人の来館者を集めてきた。 

 

平成14年3月31日の閉園後、博覧会の主会場としての工事が開始され、平成17年3月25

日に2005年日本国際博覧会が開会された。博覧会施設の中には、「森林体感ゾ－ン」や「遊

びと参加ゾーンの遊戯施設」など、博覧会終了後も本公園の施設として利用することを

前提に整備した施設（詳細は次項参照）がある。 

以下に、閉園前の愛知青少年公園と博覧会時の公園の状況を示す。 
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一般園路 

野球

ジャブジャブ池 

陶芸教室 

愛知県児童総合センター内部 

テニス 

■愛知青少年公園（閉園前） 
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■ 博覧会後も利用する恒久施設

として整備する主なもの 

 ●森林体感ゾーン 
 ●遊びと参加ゾーンの遊戯施設 

遊びと参加ゾーン 

センターゾーン

イメージ 

森林体感ゾーン

遊びと参加ゾーン 

森林体感ゾーン

センターゾーン

環境教育プログラムの水小屋

（愛知国際児童年記念館） 

（プール・アイススケート場）
万博会場駅 

森のエリア遊具 

東部丘陵線（リニモ）  

水のエリア遊具 

風のエリア遊具 

地下水の始まりを学ぶ休憩所 

（愛知県児童総合センター） 

 

 

森の中の幹線園路
遊びと参加ゾーン（遊戯施設のエリア） 

 ■博覧会時 
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１．６ 博覧会前整備区域の概要 

 

 平成14年の都市計画決定の際に設定した基本方針に基づき、本公園の一部については、

博覧会の会場づくりと連携しつつ、博覧会後も利用する恒久施設として平成16年度末ま

でに整備している。 

 博覧会前に整備を行った主な区域は、「もりのゾ－ン」（博覧会時の「森林体感ゾ－ン」）

と、「こどものひろば」（博覧会時の「遊びと参加ゾ－ン」）の中の「自然体感遊具」であ

る。 

 

①「もりのゾ－ン」 

 「もりのゾ－ン」の整備の基本的な考え方は以下に示すとおりである。 

＜整備の基本的な考え方＞ 

●もりのゾーンに生息する多様な生物や自然環境を保全・育成 

●誰もが森に入って楽しめるようユニバーサルデザインされた園路や広場の整備 

●環境負荷低減に配慮 

●伝統と文化を学び、ふれあう日本庭園を整備 

 また、「もりのゾーン」は、「林床花園」「日本庭園」「親林楽園」の３つのエリアで構

成されている。 

  

 

②「こどものひろば」 

「こどものひろば」の整備の基本的な考え方は以下に示すとおりである。 

 ＜整備の基本的な考え方＞ 

●既設の愛知県児童総合センター、愛知国際児童年記念館と連携し、子どもの遊び、

自然体験学習の場を整備 

●自然の力や仕組みを体感する遊戯施設を整備 

 先行整備される「こどものひろば」の「自然体感遊具」の区域は、「森のエリア」「水

のエリア」「風のエリア」の３つに分けられている。 

  

 なお、次頁以降に、各エリアの整備概要についてとりまとめた。 



 

 1

 

 

 
＜「もりのゾ－ン」博覧会前整備概要＞ 

主庭 

導入の庭 

かえで池池畔の径 

11 



 

 2

 

 

＜「こどものひろば」（自然体感遊具）博覧会前整備概要＞ 

12 
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１．７ 博覧会での取り組み 

 

「愛・地球博」は、21 世紀の新しい社会のモデルになる文明の創造と新しい文化の提案

として「自然の叡智」をテーマに、人類が直面している地球的課題を克服し、持続的成長

が可能な人類と自然が共生できる社会の方向を様々な方法で展開した。 

博覧会には多くの国々や国際機関の他、市民・ＮＧＯ／ＮＰＯ・ボランティアなどが参画

し、テーマの具現化と深化を行った。それらの展示や催事を通じて、来場者の多くがテーマ

に理解・共感を示し、考え方や行動にも大きな影響を受けた。 

開催の成果としては、国際博覧会として世界から高い評価を受けるとともに、来場者数は

当初計画を大きく上回る 2，205 万人を達成した。その８割（来場者ＷＥＢ調査）から「良

かった」という積極的な評価が得られた。地域社会に対しても、国際交流ネットワーク形成、

インフラ整備、経済波及効果などの面で大きな成果を残した。 

 

 
 
 

※１ 2005年日本国際博覧会「愛・地球博」のご報告（H17.10.20 財団法人2005年日本国際博覧会協会) および 

   博覧会協会インターネット発表資料等より作成 

※２ （財）2005年日本国際博覧会協会「テーマの理解度・浸透度アンケート調査」 （平成17年10月）の結果 

※３ 「魅力と活力溢れる中部の実現」（平成17年9月）社団法人中部経済連合会 

※４ 「愛・地球博の経済効果に関する評価〔概要書〕」 （平成17年11月） ㈱ＵＦＪ総合研究所 
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■テーマを具現化した領域・主な内容※1  

 

※１ 【「愛・地球博」の成果・評価について（テーマを具現化した領域・分野） （財）2005年日本国

際博覧会協会】より作成 

※２ インターネットなどの情報ネットワークにいつでもどこからでもアクセスできる環境を指す。 

場所にとらわれない活動ができるようになる。 
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■具現化に取り組んだ各国の展示例 

 

限られた国土しか持たないオランダでは、持続可能な発展のために自然に介入し、水と戦ってき
た歴史がある。限りある水資源と安全で豊かな生活環境とについて展示 

オランダ館  

伝統工芸デルフト焼きタイルによる
外観正面 

オランダと水のかかわりについての
展示 

アメリカ館  

「フランクリン・スピリット」をテーマに、雷から電気を取
り出した発明家ベンジャミンフランクリンをホストとして、
自然の神秘を解明し、グローバル経済を確立する人間
の知恵と技術革新の可能性を示した。 
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 １．８ 愛知の地域づくりにおける役割 

 

●愛知の地域づくりの目標と目指すべき姿 

  愛知の地域づくりの目標を示す「新しい政策の指針」※では、愛知の地域づくりの基本目

標と目指すべき愛知の姿として以下の 4つを掲げている。 
 

  愛知の地域づくりの目標：「今を越え、さらに世界で輝く愛知づくり」 

目指すべき愛知の姿  ：世界に貢献する産業・交流の中心あいち 

社会に役立つ人材いっぱいあいち 

健康・安心づくり県民総ぐるみあいち 

地域自立さきがけあいち 

 

 

●地域づくりにおける役割 

→国際交流大都市圏づくりの一端を担う愛・地球博記念公園 

「新しい政策の指針」では、基本目標を実現するために７つの基本課題を設定している。

その中の「基本課題①」において、本公園整備を主な政策の 1つとして位置づけている。  

 

●基本課題① 産業や文化を世界に発信する国際交流大都市圏づくり 

・アジア等経済連携交流戦略 ～アジア・世界との新しい関係にトライ 

  アジア等を中心に、これまでの有効提携関係を超えて、特別な経済連携関係を構築 

  国際的な交流拠点性を高めるため、アジア等の企業が多数出展する特色ある見本市を定期的に開   

 催 

・多文化共生成熟社会づくり ～共に学び、ともに暮らすために 

  外国人学校の法人設置基準の緩和、インターナショナルスクール支援、プレスクールの推進など、

外国人児童生徒の教育環境の抜本的整備 

・文化芸術創造の愛知づくり ～愛知発・文化芸術の創造 

  愛知芸術文化センターを拠点に質の高いオペラなどを継続的に開催、新しい文化芸術を創造・発

信する国際的な文化芸術イベントの展開、新進芸術家の育成支援 

・魅力あふれる世界の交流舞台づくり ～次なる大規模イベントへチャレンジ 

  「花と緑」や「環境」をテーマとした大規模な国際イベントの開催をめざすなど世界中の注目を

集めるイベント・コンベンションの継続的な誘致・開催。産業観光の展開・広域観光ルートの開発 

・愛・地球博記念公園の整備 ～万博の感動が息づく公園へ 

  自然の叡智を学ぶ場となり、また、市民の多彩な交流の場となる公園として博覧会長久手会場を

整備 

 

このように、国内外から 2200 万人以上の人々を集め、世界に「愛知」を発信した愛・地

球博の跡地である本公園及びその周辺地域は、国際交流大都市圏づくりの一端を担う場と

して、そのテーマである「自然の叡智」の理念と成果を継承・発展するとともに、国際交

流の推進に向けて地球規模でＮＰＯや地域等と連携を図っていくことが求められる。 

※ 2025 年頃までの愛知の方向性を明らかにした地域づくりの羅針盤、平成 18年 3月 愛知県策定 
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●「あいち学術研究開発ゾーン」における位置づけ 

愛知県では、本公園が位置する名古屋東部丘陵を「あいち学術研究開発ゾーン」と位置

づけ、多くの研究・研修機関の立地を生かした頭脳拠点の形成を目指している。とりわけ、

本公園周辺地区は、ゾーン全体の中核的な役割を担う地区として各種研究施設の誘致・整

備を進めており、当該ゾーンの機能を発揮する上で、本公園を「憩いの場・交流の場・情

報発信の場」として積極的に位置づける。 
なお、中部圏における重点プロジェクトを以下に整理する。  

  
 
 ■愛知県周辺の主なプロジェクト 

※ 中部圏プロジェクトマップ 2007、中部開発センターを参考に作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛・地球博記念公園

伊勢湾口道路 
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 １．９ 懇話会の概要 

 

本公園の計画策定に向け、今後の取り組みを進めるための参考となる幅広い意見を頂き、

今後の公園計画につなげていくことを目的とした「21世紀にふさわしい公園を考える懇話

会」※ を、平成16年5月12日に開催した。懇話会の意見概要は下記のとおりである。 

                         ※委員についてはＰ．103参照 

■意見概要 

 

●市民協働を実践できる公園 

今回の博覧会は、従来の「国家」「グローバル企業」というふたつのエンジンに加え、「市

民参加」という３つめのエンジン（理念）が柱となっている。これは博覧会史上初めての特

色であり、青少年公園の計画にも継承していくことが重要である。「市民協働」を実践でき

る公園であってほしい。 

●幅広い世代交流の場 

「新しいニーズ」を的確にとらえることが大切であり、ニーズを分析する必要がある。「青

少年公園」の名前にとらわれないで、高齢者や社会的弱者が青少年と共に参加し、交流し、

触発しあうことができる公園づくりを進めてほしい。 

●プレイリ－ダ－・インタ－プリタ－の養成、防災教育の場 

公園を利用し楽しむだけでなく、例えば、環境・生命・スポーツ・レクリエーション・自

然観察などのプレイリーダーやインタープリターの教育･訓練の場として活用できると良い。

公園周辺５大学との連携も考えられる。とりわけ、新しい要素として「防災」について教育･

訓練できる場として活用できると良い。 

●環境先進県・愛知にふさわしい公園 

愛知県は、特に「ものづくり」における環境産業、暮らしにおける環境分野において先進

県である。こうした「環境先進県」にふさわしい公園を目指してほしい。 

●地域資源を生かしながらリラックスし癒される公園 

地域にある資源（歴史、文化、産業）を活かしながら、利用者がリラックスし、癒される

公園としてほしい。 

●パークマネ－ジメント、公園経営に重心を置く 

これまでのように単に公園をつくっておしまいではなく、これからは維持管理まで含めた

トータルコストに視点をおきながら、パークマネージメント・公園経営に重心をおいた公園

計画としていくべきである。 

      

■懇話会の様子 
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１．１０ 県民意見聴取（アンケ－ト調査） 

 

懇話会に続いて、幅広い県民の意向を調べるため、県民意見聴取（アンケート調査）を

実施した。 

希望する利用形態についての質問では、「自然の中での憩い、交流、気軽な健康づくり」

への要望が多く、将来の公園像として「くつろぎ・憩いの場、人にやさしい公園」がイメ

ージされていた。また、管理・運営への参加については「行事・イベントへの協力」に対

する参加希望者が多いという結果となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■希望する利用形態 (5つまで選択可） 

 ・自然の中での憩い、交流、気軽な健

康づくり利用を希望している 

年数回
24%

月1
9%

行ったことが
ない
14%

数年1回
40%

年1回
10%

週1
3%

■利用回数     
 ・8割以上が利用したことがある 

■回答者数：1532人                      

■調査期間：平成16年6月14日～7月13日       

■調査方法：一般→郵送、愛知県ＨＰ、小学生→小学校にて直接アンケート 

性別   

 

 

 

 

 

年齢   

 

 

 

 

 

職業   

 

 

 

 

 

    

居住地  

■利用者属性 

5%

29%

24%

21%

21%

18%

18%

18%

17%

14%

12%

10%

7%

32%

27%

25%

22%

20%

16%

13%

10%

10%

7%

6%

5%

16%

10%

10%

10%

10%

9%

8%

7%

5%

10%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

水泳(温水プール)

散歩

噴水やせせらぎで水遊び

サイクリング

遊具で遊ぶ

屋外スポーツ(野球・陸上・サッカーなど)

ジョギング・ウォーキング

スケート

ゴーカート

ボール遊び

屋内スポーツ(バスケット・バレー・剣道・柔道など)

ベビーゴルフ・ディスクゴルフ

オリエンテーリング

自然景観を楽しむ

のんびりくつろぐ

芝生で寝ころぶ

バーベキュー

家族でお弁当を食べる

キャンプ

花見

宿泊施設に泊まる

コンサート

フリーマーケット

花や景色のスケッチ

児童向けの劇・映画をみる

野鳥・植物観察

水辺の生物観察

昆虫観察・採集

自然学習教室

自然の材料で工作

料理・音楽・アート教室

伝統文化などの体験教室

スポーツ教室

公園管理・運営への参加

その他

63%
949人

37%
563人 男

女

23%
331人

12%
182人

21%
317人

17%
254人

17%
258人

10%
144人

～10代

20代

30代

40代

50代

60代～

20%
313人

30%
458人

19%
275人

13%
188人

1%
8人

3%
45人

3%
37人

1%
11人

小学生

中高生

大学生

公務員

会社員

主婦

自営業

農業

その他

10％
142人

3%
41人

0.2%
3人

25%
366人

19%
282人

53%
763人

尾張地域

県外

名古屋市

三河地域

愛知県と表示
されたもの

① 
②

① 

② 

① 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

② 
③ ④

⑤
⑥ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

④

⑤ 
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9%

8%

10%

16%

27%

28%

41%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

広大な広場や水辺、樹林の中でゆっくりとくつろぎ憩うことができる公園

だれもが利用しやすいようユニバーサルデザインに配慮した人に優しい公園

スポーツ施設、野外活動施設が充実したアクティブな公園

多様な自然環境を活かし、自然体験・学習ができる公園

自然エネルギーの活用やリサイクルを図るなど環境負荷低減に配慮した公園

広域的な防災拠点や防災教育に配慮した公園

市民参加による公園の管理運営が充実した公園

その他

■将来の公園イメージ (2つまで選択可） 

・くつろぎ・憩いの場、人にやさしい公園をイメージしている 

14%

14%

12%

11%

12%

10%

5%

8%

28%

30%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

公園の行事・イベントなどを行ったり協力したい

公園で開かれる自然観察会や環境学習、スポーツ教室の指導や手伝いを行いたい

花壇づくりやガーデニングなど、公園の花や緑を育てたい

公園施設の手入れや清掃などをしてみたい

お年寄りや障害者の方と遊んだり公園案内してみたい

子どもの遊びの指導をしたい

公園内の樹林地の手入れなどに参加したい

公園で昔遊びや暮らしの知恵を教えたい

その他

特にはない

■自由意見 （回答数842件） 

・自然を壊さないで芝生や原っぱで自由に遊べる自然豊かな公園。 （回答数223件） 

・安全で気楽に行くことができ、老若男女を問わずのんびりくつろぎ楽しめる公園。 （回答数

210件）  

・遊具遊びやスポーツ活動が出来る公園。 （回答数94件） 

・児童総合センターやスポーツ施設、キャンプ場、スケート場、サイクリングロードなど青少

年公園にはたくさんの思い出があり、新しい公園にもこれまでの良さを残して欲しい。 （回

答数80件） 

・万博の理念を継承し、その遺産を次世代につないでいくことが21世紀にふさわしい公園であ

ると思う。万博で利用した施設や内容をうまく公園づくりに活かしていく。 （回答数54件） 

・公園の管理に市民が参加し、運営もNPOや学生ボランティアと共に行って欲しい。また、維

持管理を含めたトータルコスト面にも留意が必要。 （回答数54件） 

・自然や環境全般などについて楽しく学んだり、体験学習できる公園。 （回答数43件） 

■管理・運営への参加 (該当するもの全て選択可） 

・行事・イベントへの協力への参加希望が多い 
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 １．１１ パブリックコメント 

 

 平成 16年度時までの計画内容をまとめた「中間報告」に対し、パブリックコメント（県
民意見提出制度）を実施し、県民の意見を募集した。 
 パブリックコメントの結果概要は以下のとおりである。 
 
平成 14年の都市計画決定の際に設定した基本方針に基づき、愛知青少年公園の一部につ
いては、博覧会の会場づくりと連携しつつ、博覧会後も利用する恒久施設として平成 16
年度末までに整備し①回答者の属性 
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 ②回答者数・意見数の内訳 
 意見の項目別内訳は以下の表のとおりである。意見抽出は、重複回答によっており、各

項目毎で全回答者数 269 人に対する比率を表示した。施設に関する意見が全体の約半数あ

り、博覧会、運営管理に関する意見が続いている。 
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③意見内容のまとめ 

 主な意見と本計画における対応方針について、項目別に以下の表に整理する。 
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